
天皇誕生日祝賀レセプションにおける日本企業ＰＲ（ブラジル）

開催日： 令和５年２月１４日
場 所： 在サンパウロ総領事公邸
主 催： 在サンパウロ総領事館
協力／参加企業：ダイキン、ミウラボイラ、久光製薬、EPSON、三菱自動車、

ヤマハモーターズ、トヨタ自動車、SUNSUY、PILOT、日清食品、サントリー、味の
素、キッコーマン、ヤマト商事、ニッポンベビーダス、メガサケ、ＪＦＣ

在サンパウロ総領事館

（現地報道ぶり
等）
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在サンパウロ総領事館=天皇誕生日を４００人で祝う=日系企業１７社が開催協力 

 在サンパウロ総領事館主催の「天皇誕生日祝賀レセプション」が１４日正午、サンパウロ市の同総領事公邸

で行われ、日系団体、伯国政府、日系企業関係者ら約４００人が出席した。コロナ禍による２年間の休止を経

ての開催となった。 

 祝賀レセプションは日伯両国の国歌斉唱で始まり、挨拶に立った桑名良輔在サンパウロ総領事は、皇室に

とって伯国は思い入れのある国であること、現在の元号「令和」には「美しい調和」の意味が込められているこ

となどを紹介し、「日本だけでなく、人類が真の意味で調和のとれた時代を築けることを、すべての日本国民が

願っています。ブラジルのような大切なパートナーが共にいることは、私たちにとって非常に重要なことです」な

どと語った。 

 来賓挨拶としてライムンド・マグノ在サンパウロ事務所大使やアフォンソ・マソッチサンパウロ州 局事務局

長、マルタ・スプリシーサンパウロ州国際関係局長（州知事代理）が登壇し、天皇誕生日に対する祝辞を述べ

ると共に、諸団体の日伯文化交流及び技術協力に対する感謝を語った。 

 レセプション開催には日系企業１７社が協力し、会場には協力企業の活動展示ブースも展開された。日本食

品の輸入を手掛けるヤマト商事の本田総一郎社長は「微力ながら天皇陛下の晴れの日に花を添えることが

出来、嬉しく思います」と語った。 

 式典後には懇談会が催され、参加者は日本食に舌鼓を打ちながら親交を深めた。レセプションに参加したＣ

ＩＡＴＥ（国外労働者情報支援センター）の影山新専務理事は「いろいろな方と天皇陛下誕生日をお祝い出来て

良かった。今後も日伯間の文化や経済活動の繋がりが強くなってほしい」と話した。 

 レセプションでは裏千家による茶道デモンストレーションも行われた。デモンストレーションを行った国際交流

基金サンパウロ日本文化センター洲崎勝所長は「コロナ禍で天皇誕生日祝賀会は２年間開催されておらず非

常に残念な気持ちだった。再開を嬉しく思うとともに、この祝賀会は沢山の交流が生まれる大事な機会である

ことも感じた」と語った。 

 レセプション協力企業は次の通り。ダイキン、ミウラボイラ、久光製薬、ＥＰＳＯＮ、三菱自動車、ヤマハモータ

ーズ、トヨタ自動車、ＳＡＮＳＵＹ、パイロットペン、日清食品、サントリー、味の素、キッコーマン、ヤマト商事、Ｎｉ

ｐｐｏｎ Ｂｅｂｉｄａｓ、Ｍｅｇａ Ｓａｋｅ、ＪＦＣ。 

【概要】
⚫ 本年２月、在サンパウロ総領事公邸において、天皇誕生日祝賀レセプションが、コ
ロナの影響による２年間の休止を経て、久しぶりに対面で開催された。

⚫ 同レセプションには、サンパウロ州に事務所を置き、ブラジル国内や中南米に事業
を展開する日系企業１７社が出展し、企業ＰＲや日本産酒類の普及のため、特徴や
産地などの説明を行うとともに試飲を行った。

【結果】
⚫ ３年ぶりの対面開催ということもあり、レセプションには州政府高官、日系団体、
日系企業等を含む４２０名が出席し、盛況であったことから、出展企業は効果的な
ＰＲが実施することができた。

⚫ 日本産酒類（日本酒、焼酎、泡盛、梅酒、ジン等）について、５社が展示し、説明
及び試飲を行ったことにより、日本には豊富な酒類が存在することや、それぞれの
特徴や味を多くの参加者に認識していただくことができた。

⚫ 現地邦字紙ブラジル日報に「在聖総領事館 天皇誕生日を４００人で祝う 日系企
業１７社が開催協力」と報道された（報道ぶり右参照）。
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